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	 超流動状態における動的不安定性は，よく知られたランダウ不安

定性とは異なり，フォノン等の自由度なしに生じるものである．S=0

のボース原子気体からなる超流動体における動的不安定性について

は，理論的・実験的に詳しく調べられている[1,2]．	 

	 動的不安定性そのものは，古典流体力学に従う系においても見ら

れる普遍的な現象で，例えば天体物理学等においても盛んに研究さ

れている．しかし冷却原子気体においては，内部自由度をもつ超流

動体の動的不安定性を調べることにより，量子力学的な自由度と古

典的不安定性の関係を調べることが可能になる．	 

	 そこで我々は，内部自由度をもつ超流動体の例として，S=1の冷却

ボース原子気体をとりあげ，その動的不安定性について動的

Gutzwiller近似の範囲で調べた．本講演では，S=0の系との差異や，

不安定性の前駆現象である微小な密度ゆらぎの生成過程を中心に，

最近の我々の研究について報告する[3,4]．  
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